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研究成果の概要（和文）：３年間の研究期間内にスイス連邦公文書館、スウェーデン国立公文書館および軍事公
文書館、バチカン教皇秘書文書館、ポルトガル国立歴史外交文書館、スペイン国立政府文書館、イタリア国立外
交公文書館、フィンランド国立公文書館オウル分館、デンマーク国立公文書館を調査し、３つのカテゴリーから
なる文書群を発掘した。カテゴリー１は、戦争中における中立国の役割を示す外交文書、カテゴリー２は、枢軸
国およびドイツ占領国と日本との関係文書、カテゴリー３は、中立国・枢軸国・被占領国と満洲国との外交に関
わる文書である。これらの収集した文書は、今後の研究を進展させるための基盤になり得るものと確信してい
る。

研究成果の概要（英文）：During study in 3 years, I researched many documents in Swiss Federal 
Archives, The Swedish National Archives and Military Archives, The Secretary Archives of Vatican, 
The Historical Diplomatic Archives of Portugal, The Central Archives of Spain, Diplomatic Archives 
of the Ministry of Foreign Affairs of Italy, The National Archives of Finland, and The danishi 
National Archives.
It was made cleared that these documents consisted of 3 category. The category 1 is diplomatic 
documents concerning the relations between Japan and neutral countries, The category 2 is diplomatic
 documents concerning the relations between Japan and the Axis powers or the occupying forces in 
German, The category 3 in diplomatic documents concerning the relations between Manchukuo and these 
countries.
I firmly believing that these results will contribute evolution of styudy on WW2.    
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１．研究開始当初の背景 
応募者は、若手研究(Ｓ)「海外引揚問題と

戦後東アジア社会の国際変動に関する総合
的研究」を 2009 年度より 2013 年度まで実施
した。この研究では日本人の海外引揚問題を
世界史的視野から捉え直すことを目的とし
て、海外での調査と資料収集を積極的に行っ
てきた。 
そのなかで、中立国（スウェーデン・スイ

ス）および国際機関（国際赤十字委員会）の
アーカイブズを調査した。外交が断絶した交
戦国間の間で利益代表国である中立国が果
たす役割が広範囲におよび、その活動の重要
性は無視できないものであることは予想し
ていたが、実際に中立国および国際機関のア
ーカイブズを調査すると、開戦から講和まで
の期間における交戦国双方に関わる文書（開
戦時の敵国資産接収・捕虜情報・民間人保
護・和平交渉など）が予想以上に大量に集積
されていることが明らかになった。この成果
は NHK･BS1 スペシャル「67 年目の慰霊-北
朝鮮に眠る日本人の遺骨」（2012 年 12 月 7
日放映）でも取り上げられた。 
しかし、日本外交史の分野では大戦中の日

本と中立国（中立的国際機関も含む）の関係
に着目した研究は戦争末期の和平工作に限
られている。また、戦争捕虜に関する研究で
も豊富な情報を集積していた中立国の活動
に論究したものは少ない。さらに引用史料は
日本側のものに限られており、そもそも中立
国に第二次世界大戦中の日本に関わる文書
が大量に保管されていること、またその国の
アーカイブズの存在と利用方法すらほとん
ど知られていないのが現状である。 
このような現状に対して、日本と中立国と

の外交関係について、各国に所蔵される外交
文書を解析しつつ、日本と中立国との外交関
係を構造的に解明することで、中立国外交研
究という新しい研究領域を開拓すべく本研
究を応募した。 
 
２．研究の目的 
前回科研においてその重要性が確認され

た第二次世界大戦中の日本と中立国の関係
について、研究蓄積の少ない中立国の外交的
役割を各国政府文書の分析から体系的かつ
構造的に解明し、本格的な研究へ発展させる
ための基礎的研究を行うことを目的とした。 
また、歴史学的方法論にコンテクストを重

視するアーカイブズ学的方法論を取り入れ
て、作成された文書の意味を分析することか
ら中立国の外交機能を体系的に把握し、日本
と中立国との外交関係の構造解明を目指し
た。このような問題解決へのアプローチは、
歴史学とアーカイブズ学の融合モデルとし
て先駆的かつ斬新な着想であり、戦後 70 年
を迎える第二次世界大戦史研究の新しい展
開へと繋がるものと確信できるものであっ
た。 
 

３．研究の方法 
本研究では、①調査収集・②分析研究・③

関連調査の三本柱によって遂行した。①調査
収集は海外での資料収集を目的とした。第 1
年度は日本と英国・ソ連の利益代表国であっ
たスウェーデンでの調査を行った。第 2年度
は日本と米国・中国の利益代表国であったス
イス、および国際機関としてスウェーデンや
スイスと共同で俘虜収容所調査を行い、戦後
は軍民の本国帰還に関わっていた国際赤十
字委員会、さらに連合国と日本双方にネット
ワークを築いていたバチカン市国での調査
を行った。第 3年度は非利益代表国としての
中立国の役割を調査するためスペインおよ
びポルトガルを取り上げた。②分析研究は、
国内外での調査収集データを毎年度約半年
間をかけて分析し、中立国の組織の体系化と
役割の構造的解明を行った。③関連調査は、
枢軸国であったフィンランド・イタリア、ド
イツ占領国であったデンマークにて関連資
料の調査収集を行った。 
 
４．研究成果 
 3 年間の研究期間を通して、3 つのカテゴ
リーからなる文書群を発掘し、今後の本格的
な研究につなげる成果を得ることができた。 
まず、カテゴリー1 は申請時から狙いであ

った戦争中における中立国の役割を示す外
交文書であり、これは当初計画通りの文書を
収集し、大戦期において中立国が果たした役
割を概略的に把握することができた。 
 カテゴリー2 は、当初の研究では想定して
いなかったが、枢軸国およびドイツ占領国と
日本との関係文書が明らかになった。これら
も大戦研究の多角的分析に繋がるものであ
り、今後の研究の深化に繋がると期待できる。 
 カテゴリー3 は、同じく当初計画では想定
していなかった中立国・枢軸国・被占領国と
満洲国との外交に関わる文書を発見した。こ
れらの文書群は、これまでほとんど注目され
てこなかった満洲国外交の実態を明らかに
することができるものであり、今後の展開に
繋がるものである。 
 具体的には、中立国関係では、スイス連邦
公文書館を調査し、第二次大戦中の在米日本
公館の押収と管理および捕虜収容所におけ
る連合国軍捕虜に関する米国政府との交渉
関係文書、大戦末期の日本政府とスイス政府
との外交交渉関係文書を調査した。とくにポ
ツダム宣言受諾をめぐって 8 月 11 日から 14
日まで行われたスイス政府を通じた日本政
府と米国政府との詳細なやりとり、日本降伏
後の中立国による敗戦国財産の処理などの
実態を明らかにすることができた。また、大
戦末期のマニラ攻防戦において発生した日
本軍によるスイス人殺害事件がスイスの対
日感情を悪化させ、外交関係断絶まで検討さ
れていたことが初めて明らかになった。これ
らの発見に関しては、近くメディアを通じて
公表する予定である。 



 スウェーデンでは、スウェーデン国立公文
書館本館と軍事公文書館での調査を行った。
すでに公文書館新館において収集したソ連
政府と日本政府との交渉関係および捕虜関
係に加えて、本館では日中戦争期および戦争
終結後の在華公館から本国政府宛の状況報
告に関する文書を収集した。なお、在華キリ
スト教関係団体による日本軍占領地域の状
況調査も大量に存在することが明らかにな
ったが、こちらは分量が多いことなどから概
要調査に止めた。この他、スウェーデンと満
洲国との経済関係に関する文書も新たに発
見し、満洲国に対する経済投資の一端を解明
することができた。なお、軍事公文書館にお
いて在日駐在武官からの報告類を調査した
が日露戦争期および満洲事変期に限られ、第
二次大戦中の日本関係を探し出すことはで
きなかった。さらに、日本では知られている
バッゲ工作に関係する文書についてもバッ
ゲの個人文書も含めて調査を行ったが、確認
できなかった。スウェーデンを通じた日本の
和平工作に関しては、スウェーデン側からそ
の実態を確認できる文書がないことから、再
検証する必要があろう。 
 バチカンでは、バチカン教皇秘書文書館を
調査したが、ピウス 12 世時代（1939 年 3 月
～1958 年 10 月）の文書は非開示になってい
るため、大戦末期のバチカンを通じた和平工
作の全貌は解明できなかった。ただし、在東
京使節館の文書が所蔵されていることが判
明し、収蔵にいたる経緯の説明を受けた。な
お、保存状態が良くないことなどから早急な
対策が必要とのことであった。また、満洲国
に置かれていた教皇庁使節館に関する文書
（国共内戦期を含む）は、パリ教区の文書館
に保管されていることが明らかになった。こ
の文書群に関しては、今回は調査を行うこと
ができなかったが、今後改めて調査を実施し
たいと考えている。 
 国際赤十字委員会では、すでに公文書館に
おいて捕虜取扱に関する文書を収集してき
たが、今回は主に図書館において大戦中の捕
虜収容所と復員関係の写真を収集した。戦時
中、利益代表国であったスウェーデンとスイ
スに加えて赤十字は日本軍が各地に設置し
ていた捕虜収容所を訪れて現状確認と郵便
の仲介を行っていたため、東南アジアや奉
天・京城・台湾・福岡などの収容所の写真に
加え、連合国側の収容所や、日本降伏後の東
南アジアや中国からの復員の写真を多数所
蔵していることが明らかになった。 
 ポルトガルでは、ポルトガル国立歴史外交
文書館において対日関係文書の調査を行っ
た。大戦中、リスボンで日本は連合国の情報
収集を行っていたが、ポルトガル政府との関
係は良好であるとされている。しかし、文書
からはマカオ進駐問題をめぐって日葡関係
は必ずしも良好ではなかったことが明らか
となった。これらに関しては、国立公文書館
に所蔵される首相府文書を含めてさらに検

討する必要がある。 
 スペインでは、スペイン国立政府文書館を
調査した。政府文書館には在外公館関係が移
管されており、外務省本省の文書は外交公文
書館に所蔵されているため、今回は在外公館
文書、主に在米日本資産接収に関わる米西関
係の調査に止まった。また、満洲国在西公使
館に関する文書の存在も確認できたが、水損
のため閲覧不可となっており、後日の課題と
なった。スペイン外務省文書に関しては、主
にアジア関係が水損した関係から保存状態
が悪く、一般閲覧が困難なものが多い。その
ため今回の調査では当初予定していた以上
の成果を得ることができなかった。 
 枢軸国関係では、ローマにおいてイタリア
国立外交公文書館を調査し、イタリア降伏後
の駐日イタリア大使館閉鎖・大使館関係者の
取扱（実質的な軟禁）関係とイタリア・満洲
国関係の文書調査を行った。バドリオ政権成
立後のイタリアの外交的扱いに関して、これ
らの文書から具体的な実態が明らかになっ
た。 
 フィンランドにおいては、フィンランド国
立公文書館オウル分館において外務省文書
の調査を行い、在日公使館文書の一部と駐満
公使館文書のすべて、ならびに駐華公使館文
書のうち日中戦争関係の一部を収集した。満
洲国外交部の文書が比較的豊富であり、満洲
国外交の主体的な活動をうかがい知ること
ができた。 
 この他、デンマーク国立公文書館でも対
日・対満洲国関係の外交文書を調査したが、
申請手続きが複雑なため、文書の存在の確認
に止まった。 
 以上の調査に基づいて著書（共著）3 件・
学会発表（すべて海外での国際学会報告）５
件の研究成果を発表した。 
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